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Alicyclobacillus属に対するオレンジ果汁の静菌作用 
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【目的】  

オレンジ果汁を使用した飲料製品の変敗は

Alicyclobacillus 属に起因するとされている。
しかしAlicy lobacillus属のどの菌種がどのよ
うな環境で増殖して変敗に寄与するかについ

て，これまでに報告はない。本稿では

Alicyclobacillus 属の菌の増殖について，オレ
ンジ果汁の濃度と温度を系統的に変化させた

実験を行うことにより，オレンジ果汁飲料の変

敗の原因を明らかにする。 
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【実験方法】 

菌株と培地： 菌株として Alicycoba illu  
acidoterrestris の標準株 （ ATCC49025 ）と

Alicycobacillus acidocaldarius の 標 準 株
（ATCC27009）を用いた。これらを，酵母エ

キス，グルコース等に各種微量元素を添加し，

硫酸によりｐHを調製したATCC組成液体培地

を用いて培養した。 

増殖特性試験： 実験には，培養温度が比較

的高くても計測が可能な SensiMediaTM法を採

用した BiomaticTM VDCS（Video Detection 

Culturing System）を使用した。このシステム

は，CO2センサーと液体培地を内蔵した細菌検

出用具を用いた細菌繁殖時間測定装置である。

この用具に添加された試料中の菌数と，センサ

ーが反応するまでの時間の間には，以下の相関

関係がある。縦軸に試料 1ｍｌ中の菌数を対数目

盛でとり，横軸に時間をとると，グラフは直線

で表される。この性質を利用することにより，

菌の増殖時間が確定される。 

実験では，Alicy obacillus acidoterrestris
と Alicycloba illus acidocaldariusを段階希釈

した試料を作成して，オレンジ果汁を 0％から

50％濃度に段階的に調整した液体培地にそれ

ぞれ添加する。各試料について，45℃から 75℃

までの範囲で培養温度を変化させる。 

【実験結果】  

増殖時間の温度変化から，Alicyclobacillu  
acidocaldarius は 60℃，また Alicyclobacillus 
acidoterrestris は 50℃で最も増殖が促進され

ることがわかった。至適増殖温度における，オ

レンジ果汁濃度と増殖時間の定性的関係につ

いては， Alicyc bacillus acidoterre ris ，
Alicyclobacillus acidocaldarius共に増殖が遅
延することが確認された。定量的には，オレン

ジ果汁の増殖抑制効果は，Alicyclobacillus 
acidocaldarius において高く，特に果汁濃度  

2０％以上では濃度が高くなるほど強く抑制さ

れていくことがわかった。 

【まとめ】 

オレンジ果汁入りの飲料の変敗について以

下のように結論される。 Alicycloba illus 
acidocaldarius は，至適増殖温度が 60℃と高

いため 80℃では十分に滅菌できないが，

103cfu/ml程度の汚染は常温においては増殖が

オレンジ果汁の成分により十分抑制され，支障

をきたさないことが期待される。したがって，

変敗は特にAli ycobacillus acidoterre risに
よって引き起こされる可能性が高い。 

 

 

 

 

http://www.microbio.co.jp 
mailto:info@microbio.co.jp 

http://www.microbio.co.jp/
mailto:info@microbio.co.jp

